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はじめに 
 

兵庫県篠山市と神戸大学大学院農学研究科の連携活動は 2006 年からはじまっている。神

戸大学の学生が篠山市の農村現場に入り農家と交流しながら成長し、その後も町おこしに

関わったり、農村に拠点を置き起業するものも現れているという。 

食農総合研究所都市農村共生研究ユニットでは、2017 年 10 月 19 日に研究ユニット参加

教員 7 名が篠山市を訪ね現地交流会を開催した。最初にＪＲ篠山口駅に設置されている神

戸大学・篠山市農村イノベーションラボで、橋田薫氏（神戸大学・篠山市農村イノベーシ

ョンラボ プログラムマネージャー）から農村イノベーションラボの取り組みをご講演頂

いた。その後、神戸大学篠山フィールドステーションに移動し、篠山市役所創造都市課で

神戸大学との連携事業を直接担当されてきた竹見聖司氏（創造都市課長）と垣内由起子氏

（同課 定住促進係 係長）から連携事業の内容をご講演頂いた。両氏のご講演の後、学

生と農家との交流の現場の一つである篠山市西紀南地区へ移動し、北山透氏（西紀南まち

づくり協議会事務局長）から西紀南まちづくり協議会の取り組みについてご講演頂いた。 

本研究成果第 5 号は、こうした現地交流会でのご講演と質疑応答の内容を録音から起こ

して研究資料として発刊した。過疎化、高齢化が進む農山村地域が、大学・大学生と連携

して地域活性化を図ろうとする取り組みは増加しているが、実際に取り組みが継続し成功

を収めている地域は少ないのではないかと思う。篠山市と神戸大学の連携活動は 10 年以上

継続し素晴らしい展開をみせている。本冊子が、本学関係者をはじめ、地域活性化、地域

再生に携わる関係者の皆さまのご参考となれば幸いである。 

ご講演と本資料作成を快くご承諾いただいた橋田薫氏、竹見聖司氏、垣内由起子氏、北

山透氏にお礼を申し上げたい。また、本交流会の開催は、神戸大学大学院農学研究科 中

塚雅也氏のご協力によって実現した。本資料を作成するにあたり岸上美樹子さんにご協力

いただいた。以上、記して感謝の意を表したい。 

 

 

2018 年 3 月 

 

和歌山大学 食農総合研究所 辻 和良 

（都市農村共生研究ユニット ユニットリーダー） 
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神戸大学・篠山市農村イノベーションラボの取り組み

 

神戸大学・篠山市農村イノベーションラボ 

プログラムマネージャー 

（一般社団法人 ）

橋田 薫 
 

神戸大学・篠山市農村イノベーションラボは 2016 年 10 月 3 日、JR 篠山口駅にオープン

しました。2006 年度に開設されました神戸大学篠山フィールドステーションとともに様々

な活動を行っています。  

 

１ 神戸大学×篠山市の連繋の歩み

 

これまでの神戸大学と篠山市の連携の歩みをまとめています。  

1949 年 兵庫県立農科大学 篠山市に開学  

1966 年 神戸大学農学部（神戸市内）に移転  

2006 年 神戸大学篠山フィールドステーション開設  

2007 年 篠山市×神戸大学大学院農学研究科地域連携協定締結  

2008 年 食農コーププログラム始動  

2010 年 神戸大学（全学）×篠山市 地域連携協定締結  

2014 年 篠山市地域おこし協力隊制度（半学半域モデル）始動  

2016 年 神戸大学・篠山市農村イノベーションラボ開設  

 

２ 篠山市内での「授業」からの展開

 

実習やサークル活動で篠山に通う学生数は年々増加しています。  

2008 年度から、神戸大学農学部では「食農コーププログラム」による実践的人材の育成

に取り組むこととなりました。  

１年生の時は、農家に師事する「実践農学入門」に取り組みます。地元の農家さんを指

導員とし、農作物の栽培や様々なむら仕事を体験しながら農業や農村生活の理解を深めま

す。2 年生になると現場の課題に参画する「実践農学」に取り組みます。  

篠山市には 19 の小学校区があり、各小学校区ごとに学生を入れていくのですが、その地

区の課題は何だろうという課題解決型（プロジェクト型）の演習に 2 年生になったら取り

組んでもらいます。そういう階段で設計しています。そうすると学生団体に取り組む方が
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出てきたり、地域おこし協力隊に立候補して学生をしながら協力隊員をする方が出てきた

りと、篠山市を卒業してからも色々と篠山に関わっていく人が増えてきています。  

実際にこれまで沢山の小学校区、篠山市に 19 あるのですが、毎年地域を変えて学生が活

動するように設計しています。今は 8 カ所。全てではないのですが、学生サークルがそれ

ぞれの地域にできています。4 年間で消えるサークルもあるのですが。実は、私もそのサ

ークルの一つに入っていたのが最初で、代表もやっていてまちづくりに興味を持って、こ

ういう世界にきたという感じです。  

そういう同期の仲間も結構多くて、今協力隊員として７人活動しています。最初の協力

隊は全員学生でした。今はちょっと制度が変わって社会人で起業したい方も入っています。

学生で始めて、仲間たちと会社を立ち上げ、篠山の特産品を売ったりとか、移動カフェを

したりとか、教育事業の家庭教師のような寺子屋を地域でやるという事業で起業された方

もいらっしゃいます。  

 

３ 官学連携事業の概要

 

官学連携の流れで色々な広がりが出てきているなかで、これは去年の黄色の報告書です

が、例えば、研究の内容でいきますと農学が中心になるのですが、文学部とか、保健学科

も全学協定をしているので研究の内容は多岐にわたっています。例えば農地の関係であっ

たりとか、農産物の活用であったりとか、住民ワークショップというか、小学校の跡地活

用というテーマもありますし、色々な課題に研究で取り組んでいます。  

2 番目の真ん中の段にありますのが地域人材育成についてです。主に二つです。先程お

話したのが「食農コープ教育プログラム」という大学生向けの教育プログラムです。右側

にありますのが「篠山イノベーターズスクール」という社会人向けのプログラムです。こ

れをイノベーションラボができた 10 月に同時スタートしました。後ほど詳しくお話しま

す。  

一番下の部分には活動支援を、地域のなかで大学教員がワークショップの支援をしたり

とか、課題解決の相談にのったりとか、そういう活動をしていますという数字を書いてい

ます。本当に色々な会、営農組合さんとか、まちづくり協議会さんとか、小さい自治会さ

んともお付き合いをさせていただいています。 

これらがこれまでの概要です。  

 

４ イノベーションラボの取り組み

 

ここができた背景としましては、篠山市の人口減少対策ということがあります。現在人

口 4 万人ですけれども、2060 年ぐらいに 2 万人ぐらいに減るという人口ビジョンの推計が
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出ています。総合戦略のなかで「先駆的プロジェクトとして、イノベーションラボを設置

しよう」ということになっています。  

ここのミッションは、先程、「まち・ひと・しごと」といっていましたが、特にソーシャ

ルビジネスの起業、それから地域での活動、若者が地域に入っていく窓口的なところの支

援に力を入れています。  

 

５ 篠山イノベーターズスクールとは

 

篠山は、大阪、神戸からも 1 時間で来れる豊かな農村です。そういうこともあって社会

人向けの「篠山イノベーターズスクール」をやっています。神戸や大阪とか、あと京丹後

や養父の方からも来てくださっています。  

これは実際にスクール生がイノベーションラボで何かを始めようとしている写真です。 

そのスクールといいますのが、「農村で新しい価値を生み出し、仕事をつくる人のための

駅直結ローカルビジネススクール」と銘打って、受講料もいただいてやっています。「地域

の資源を新しい価値として捉え直して、仕事づくりですとか、人づくりですとか、何かこ

とを生み出していくということに活用しよう」というコンセプトでやっています。具体的

には、地域に入るときに必要なネットワークであったり、理論的なアカデミックな部分で

あったり、それから地域ビジネスのテーマごとのノウハウを提供しようという内容でやっ

ています。  

 

６ 篠山イノベーターズスクールの構成

 

講師に弟子入りしながら学ぶ Community Based Learning（CBL）というのを最大 8 名の

少人数制で、毎回テーマを変えてやっています。それからセミナーは神戸大学の先生など

を中心にアカデミックな部分で、地域で活用するのに必要な理論的な部分というのを補強

するということで講義いただいています。起業・継業サポートというのが 1 年間スクール

生をサポートするということで、ファシリテーター、伴走役を私たちが努めて、関係機関

とも協力しながら支援をしています。  

例えば CBL のテーマでいきますと、報告書にも詳しく学びの内容は書いてあるのです

が、例えば 1 期の時は、「（仮称）丹波食べる通信立ち上げプロジェクト」ということで、

流通のテーマで、「丹波の食材を使って食べ物と情報誌を届ける流通の仕組み作ったらど

うなるだろうか」というテーマでやってみたりですとか。  

それから「クリエイティブ農業実践プロジェクト」というテーマは、市内の農家さんで

すけれども、「飲食店向けに野菜の売り方とか価値のつけ方、小さい面積で高い価値をもた

せるにはどうやって売って農業として成り立たせていくか」というところを結構工夫して
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おられる方に講師をお願いしてやったりとか。 

あとは、「跡地活用スモールビジネス立ち上げプロジェクト」というテーマで、ちょうど

小学校で廃校になって地域で活用方法を検討されている案件があったので、そこも学びの

場にさせていただきながら、「もし自分がそこで起業して小学校運営をしていくことにな

ったらどうしたいか」というプランを考えていって、地元の方とも対話していくというよ

うなプロジェクトなどに取り組んでいます。  

セミナーは盛りだくさんですけれども、1 年間に 6 つのうちで 3 つ選べるようにしてい

ます。農業の流通のテーマですとか、農村のそもそもの課題、構造的な課題の理解とか、

あとは地域の構造ですとか、あとはデザインのスキルだったり、事業コンセプトの立案の

スキルだったり、企業のためのファイナンスというのも 3 期では取り入れています。  

 

７ 運営体制

 

起業・継業サポートは篠山市をはじめ、神戸大学、商工会、それから政策金融公庫だけ

ではなくて、市内の金融機関、それから専門家のよろず支援拠点も入っていただいて、個

別の相談に乗ったりするだけでなく、それぞれのビジネスプランを仲間と切磋琢磨し合い

ながら考えていく「ゼミ」をこの間開催しました。有志の方にプレゼンをしていただいて

金融機関さんに助言をいただくというような機会も設定しています。 

あと大事なのが、市内で「地域ラボ」という若者が活動できる拠点というのを一方で整

備しています。そこにつなげるというか、地域で若者を受け入れたい地域がありますと手

をあげられたところにスクール生が入っていくお手伝いをしたり、別に地域ラボでなくて

もコーディネーターがつなげるところであればつないでいくというサポートをしています。 

スケジュール的には 1 年間のプログラムのうちで最初に講師に弟子入りする CBL があ

って、セミナーがあって、サポートを 1 年間続けていくという内容で、今は 1 期から始ま

り、もう 3 期生が入ってきています。１年に 2 回開講していますので、1 期生がこの間卒

業したあとに、3 期生がもう入ってきたところです。こういう 20 代～60 代ぐらいまでの

メンバーです。1 期につき 20 名ぐらいなので、今 60 名ぐらいが在籍している状況です。

これは学んでいる様子です。  

 

８ ２期、３期のテーマと起業の実績

 

2 期で、また CBL のテーマを変えました。例えば、「里山林業」というテーマで実際に

篠山の山の棚卸しをして、この材をこう使ったらこう売れるとか、体験も含めて「どう価

値をつけたらいいか」といったことを一緒に講師と考えていったりとか、「地域に根ざした

ツアー企画開業プロジェクト」では、実際にモデルツアーを地域の素材を使って考えて、
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地域の人とも共同してツアーを催行するということをしました。観光ガイド、職種も色々

ありますが、そういうことも学びつつ、実際にツアーをしたことも踏まえて自分はどうい

うスキルを生かして開業したいかということを考えるプロジェクトでした。  

それから「草木を生かす手仕事づくりプロジェクト」というのは、地域の素材を、野草

などを使って野草茶などを作っておられる方を講師に呼んだのですが、実際に篠山市内の

地域で未利用資源があった地域があって、加工組合もあり、地域の取り組みについてヒア

リングをさせていただきながら、後にそこの商品開発にも関わりながら、今スクール生が

活動している状況です。  

プラン発表をむかえて卒業していった方々がいらっしゃいます。実際、起業の実績もも

うすでに出ています。始めてまだ 1 年ですけれども、後ほど行っていただく西紀南地区で

すが、大学院を休学して新規就農を頑張っているという若い 2 人がいたり、このほかにも

市内で  U ターンして農業を始めて、映像制作の仕事も元々フリーランスでされていたの

で、それと掛け持ちしながら、地域の農地をたくさん担って「豪農になっていた。気づい

たら」といった方もいらっしゃいます。あとは市外からの参加で、市外での開業ですが、

ゲストハウスを開業されたという方もいらっしゃいます。  

3 期は、またテーマを変えて、新しい農業の形で、市内でカフェと、農業と、狩猟と、

色々掛け持ちで成り立たせているタイプの方ですが「フタバ型農業で就農プロジェクト」

というテーマを行います。それから「ローカルメディアをなりわいにするプロジェクト」

は、農村でメディアを運営するとなったらどういう形があり得るか、チャレンジしていく

プロジェクトです。今これらが始まったところで、セミナーもここでやっています。  

イノベーションラボは、そういったスクール生の方々が利用者として多いのですけれど

も、その方々が農村での起業、継業に向けて動いていけるために、色んな支援を行ってい

ます。ノウハウですとか、セオリーですとか、ネットワークの支援を行っていくのですが、

特に、「地域とつなぐ」というのは頑張っていきたいなと思っているところです。今も地域

のなかで実際に廃校となった小学校の運営にスクール生が関わっていたりとか、篠山出身

の方でこういうきっかけがあったから戻って来て、仕事もこちらで始めた方も実際いらっ

しゃいます。もっと、そういう流れを加速させていきたいと思っています。  

 

９ イノベーションラボの様々な取り組み

 

スクールについて詳しくお伝えさせていただいたのですけど、イノベーションラボは他

にも取り組んでいることがありまして、エキラボマガジンに月々のことは載せています。

例えば、市民の方も無料で参加できるセミナーというのも月 1 回のペースぐらいでやって

いて、テーマは「農村イノベーションに関すること」です。例えば、「継業を考える夜」で

あったりとか、「空き家古民家の課題と魅力」であったりとか、「事業再生」だったり、「コ
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ミュニティづくり」であったり、「流通」であったり、「耕作放棄地」、そういったテーマで

講師をお呼びしています。マイファームの西辻さんの時が一番多かったのですけど、40 名

くらいの方が来て、夜に熱い議論をして帰っていくという感じです。 

これは学生が発起して始めたラボでやっているプロジェクトで、「赤じゃがプロダクト

をプロデュースするプロジェクト」です。これから行っていただく「あかじゃが舎」の地

域なのですけれども、地域の営農組合の特産で、神戸大学とのご縁が発端でできたブラン

ドというのがあって、これらの加工品を作り始めています。頑張ってもうちょっとプロデ

ュースしていきたいので、地域の人と一緒にチームを組んでやっています。  

それから JR 西日本福知山支社様にご協力いただき、「無人駅の活用案を考えようプロジ

ェクト」というのを始めていたりとか、「ササヤマエキマルシェ」という催しを月 1 回くら

い色んな形でやっています。地域の生産組合と提携してお茶フェアを企画したりもしてい

ます。あとはスクール生の作っている野菜のテストマーケティングです。  

それから、森について学ぶコミュニティとか、色んなコミュニティ運営もしております。 

だいたいそういったところで、全体をお話しました。  
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篠山市と神戸大学との地域連携事業

 

篠山市政策部創造都市課 

課長 竹見 聖司 
 

昨日も神戸大学と篠山市の方での 1 年間に 1 回の協議会を、調整機会を設けさせていた

だきまして、神戸大学の方で内田理事、地域連携センターの奥村室長、農学部の地域連携

センターの星先生といった方々と一緒に会議を持たせていただいておりました。  

神戸大学との連携につきましては、杦本先生を含めて以前から色々とお世話になってい

ます。駅ラボの方でも幾らかお話をさせていただいていたと思うのですけれども、できる

だけ重複しない格好でと思っております。あとで現地もみていただくということですので、

時間的には 10 分か 15 分ぐらいでお話させていただいて、あとご質問をいただくという形

で考えておりますので、よろしくお願いいたします。早速ですけれども、担当の垣内の方

から説明させていただきます。  

 

篠山市政策部創造都市課  

定住促進係 係長 垣内 由起子 
 

篠山市創造都市課定住促進係の垣内と申します。私はこの 4 月から現在の部署にきまし

て、官学連携の方を担当させていただいています。午前中、駅ラボの方に行かれたという

ことでお話に重複する部分があるかもしれないのですけれども、こちらの A4 の資料と駅

ラボで午前中説明された時の資料を使って説明させていただきます。  

 

連携事業の経緯

 

まず、篠山市と神戸大学との連携事業の経緯というか、始まりですけれども、元々、兵

庫県立農科大学が篠山市内にございました。それが神戸大学農学部の方に移管になりまし

て、1967 年に篠山市内から大学がなくなったという状況になりました。そのあと、平成 19

年（2007 年）に神戸大学農学部と地域連携の協定を結んでおります。そして、平成 22 年

（2010 年）に神戸大学と地域連携の協定を結んだという経緯で現在に至っております。  

 

２ 事業の目的

 

地域連携の目的ですけれども、篠山市側としましては、市全体を「生きた現場」として、
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大学の研究者・学生さんへ研究のフィールドや、連携先の紹介、活動拠点の提供を行うこ

とによって、篠山市が抱える地域課題の解決と地域の活性化を図っていきたいという目的

でこの連携事業をスタートしております。  

 

３ 篠山市と神戸大学の役割分担

 

篠山市側の役割を説明します。ここが「篠山フィールドステーション」という施設です。

篠山市では、ここを事業の活動拠点として無償貸与しています。貸与なので管理の方は神

戸大学の方にしていただいているという形になっています。連携事業に要する経費は、年

間約 580 万円程度の負担金をお支払いしています。これについては、フィールドステーシ

ョンの管理・運営と、あとはここに駐在の研究員を置いて、地域の相談や地元の方の相談

にあたって欲しいということをお願いしています。そういった方の人件費に充てたりとか

という形で活用していただいております。  

 

４ 主な連携事業

 

資料の下の方に「主な連携事業」というところにもあるのですけれども、ここの全体の

連携事業とは別に、各課の方で分野別に事業を神戸大学と実施しています。これらにつき

ましては、別途、業務委託契約を結んでいたりとか、謝金が払われていたり、また、研究

という形で行われていたりとか、色々な形になっています。篠山市としては、神戸大学と

フィールドになる地域との企画や調整の窓口をさせていただいているという形になります。 

神戸大学側の役割としましては、先程申し上げましたように相談窓口業務ということで、

フィールドステーションに駐在の研究員の配置をお願いしています。また、各研究に関す

る研究員を置いていただくとか、大学の運営と関係しますが、そういった経費の負担です

とか、こちらのフィールドステーションの活用と管理の方をお願いしております。  

今のところ、主な連携先としては、事業の総合的な窓口ということで地域連携推進室、

元々農学部との地域連携事業がスタートになっているということで、実質的な窓口という

形で農学研究科、保健学研究科、人間発達環境学研究科と主な事業を展開しているという

形です。  

 

（１）地域創造研究事業  

連携事業につきましては資料をみていただきたいと思います。研究員の方がフィールド

に入って行っていただくのが「地域創造研究事業」です。保健関係ということで「産後の

マイナートラブルの縦断調査」といった調査ですとか、古文書の調査をしていただいてい

ます。  
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（２）地域人材育成事業  

地域人材育成事業ということで、「実践農学入門」と「実践農学」の実習を、篠山をフ

ィールドにしていただいております。こちらの方は、午前中ラボの方からも説明があった

のではないかと思うのですけれども、この事業を篠山で実施していただいて、大きな成果

をあげていると思っています。平成 20 年から開始をしておりまして、今年で 9 年めになり

ます。  

当初はスタートだったので、できる集落でお願いしていました。今は、「まちづくり協

議会」というのが旧校区ごとにございまして、そちらを受入団体として、だいたい 50 人ぐ

らいの学生さんを地元で受け入れていただいて、農家さんと一緒に作業していただくとい

うことを授業でしていただいています。これは大学の方が主導でしていただいていますの

で、うちの方は地元との調整をさせていただいているという感じです。今はもう神戸大学

さんの方が地元と仲良くなっていらっしゃるので、自分たちで調整して次のフィールドを

選んでもらっているという形になっています。 

この「実践農学」に参加された方が、そのあとに地域で活動するサークルを立ち上げる、

それも目指して、それを前提に神戸大学の授業プログラムを組んでいると聞いています。

実際に、授業が終わった後も地域でボランティア活動をするようなサークルを立ち上げて

います。今のところ、サークルが立ち上がったあと活動が休止になってしまったところも

あるのと、1 カ所だけ今田地区は結局立ち上がらなかったと聞いていますが、学生が入っ

たところのほとんどはサークルを立ち上げて、地域の農家さんと一緒に農作業をしていく

という形になっています。  

今日、この後行っていただきます西紀南地区につきましても、平成 24 年にこういった

形で授業に入っていただいて、そのあと「にしき恋」というサークルを立ち上げて、今で

は篠山市内で一番大きいサークルになっています。大体 150 名ぐらいのメンバーが活動し

ていると聞いています。地元の方と一緒に、ゆるく繋がりながら、でも核になる子たちも

ありながらという形で活動していただいています。学生さんは、土日の授業がない時に基

本的に来て作業されると聞いています。今日は事務局をされている方にお話を聞くように

なっています。色々とお話していただけるかと思うのですけれども、自分たちで農園を持

って、そこでできた野菜を売りに行って、その売り上げをサークル活動の資金に充てたり

もしています。  

「地域おこし協力隊」という総務省の事業があります。年間だいたい 400 万円ぐらいの

助成金を受けながら地域に住んで地域課題を解決する活動をします。最終的には定住を目

指していく制度です。そういった実践農学やサークルで活動した人たちがこの協力隊員に

なって、だいたい週 3 日は篠山市内で活動して、残りを学校に通うという形で活動される

ようになった方も何人かいらっしゃいます。地域おこし協力隊を卒業した後で、篠山市内
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に定住いただいている方も数名いらっしゃいます。  

あと人材育成事業としては、午前中みていただいた篠山の駅ラボ事業などがございます。 

 

（３）情報発信・活動支援事業  

情報発信としましては、年に 1 回地域の方に官学連携の事業を発表する機会として「地

域連携フォーラム」を開催しております。ほか、市役所の各種委員会とか、地域の方のア

ドバイザーというところに入って、研究も兼ねて活動していただいているというようなサ

ポートです。  

 

５ 成果と今後の展開

 

今後の課題と展開ですけれども、この事業がスタートしてからの大きな成果としては、

神戸大学の学生さんたちがこちらにこられることで、関係人口、篠山市に関わる人口が増

えているということが一番大きいと思っています。そういった形が増えることで、いずれ

「定住人口も増えていけばいい」と思っています。そういうことを考えてというわけでは

ないのですが、農村イノベーションラボ事業は、今まで調査研究とか教育のフィールドで

あったのですけども、今後は地域に実際に入って起業するといった形で実践していただき

たいと駅ラボ事業の方も展開しています。  

官学連携の事業につきましては、お配りしている篠山市が作った「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」をご覧ください。これが地方創生事業の計画で、後ろに「先駆的プロジェ

クト」というのが載っています。篠山市の移住・定住促進事業の一つと位置付けて、先駆

的プロジェクトということで、こちらの官学連携のなかで一緒にやってきた「えきなかイ

ノベーションラボ」ですとか、そういった事業を位置付けています。 

簡単ですけれども、現在行っている事業としましてはこのような形になります。  
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質疑応答

 

〇竹見聖司 （篠山市創造都市課）

何かご質問があれば、よろしくお願いいたします。  

 

〇岸上光克（和歌山大学 地域活性化総合センター）

すごく簡単なところでいいですか。それぞれフィールドステーションとイノベーション

ラボの事務局の体制についてですけれども、フィールドステーションには先程お話があっ

たように大学の研究員が配置されていますが、それ以外に篠山市の職員がいらっしゃると

いうことはあるのですか。  

 

〇竹見

行政の方からの配置というのは現在のところ行っていません。  

 

〇岸上

フィールドステーションには研究員がお 1 人いらっしゃるのですか。 

 

〇竹見

はいそうです。  

 

〇岸上

イノベーションラボについてはどうですか。  

 

〇竹見

イノベーションラボについては、大学とは直接関係がないのですけれども、運営委託を

している一般社団法人がありますので、そちらの方で、今日説明された橋田さんが基本的

にはメインで配置されています。個別のプログラムに応じて神戸大学の研究員さんが何人

か関わっていただいているという状況です。  

 

〇岸上

市役所の方から誰かが出向していることはないですか。  

 

〇竹見

そこまではないです。今のところは。  
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〇岸上

ありがとうございました。  

 

〇垣内由起子（篠山市創造都市課）

このフィールドステーションは、地域おこし協力隊の拠点にもなっていますので、協力

隊のコーディネートというか、起業に向けての支援を神戸大学の方にお願いしています。

その方が週 3 日こちらに来られて、常駐の方と連携しながら、個々の相談を受けたりとい

う形で運営していただいています。  

 

〇辻和良（和歌山大学 食農総合研究所）

役割分担の項目で、篠山市の役割のなかに連携事業に要する経費負担は 584 万円と書い

てあるのですが、これのなかからフィールドステーションの駐在する研究員の人件費も出

されているということですか。  

 

〇竹見

基本的にはそうです。  

 

〇辻

もう 1 点ですが、別途業務委託契約等を各事業において締結していると書いてあるので

すが、業務委託契約する事業というのはどういう中身のものでしょうか。  

 

〇竹見

例えば、一番下のところに「産後のマイナートラブルの縦断調査」と書いてありますが、

こういうことをする時の実費相当については、大学さんの方と協定し、こちらで負担をさ

せていただいたりしています。  

 

〇辻

こちらで予算化をされているのですか。  

 

〇竹見

そういうことです。共同でそういう調査に取り組むということで、当然大学側の方でそ

ういう研究費を用意していただけるケースもあります。市の方の要望として、これをお願

いしたいというようなこともあります。そういう年間のものを調整することを昨日やって

いました。「来年に向けてこういうことをやりたい」、「大学の研究員さんが今こういうこと

をされている」、「それはこういう研究費の事業を使って、あるいは補助金をとってきて、

-60 -



独自にされているものもあります」と。市の方からは「こういう課題があるので、できれ

ば来年に向けて、そういう研究員さん、あるいは大学の先生がいらっしゃったら、こうい

うものに一緒に取り組んでいただけませんか」。当然こちらから提案させていただいたのは

基本的にこちらの方で負担化していく形で、大学側の方で予算化されているもの、あるい

は、補助金をとってこられているものを合わせて、最終的にだいたい両者の負担が五分五

分になるように、2 分の 1 ずつ負担しています。このように私たちの方は市の皆さんに説

明をさせていただいています。この他に、先程いいました地域おこし協力隊のコーディネ

ーター料というのは、別途大学側の方に業務委託という形で 200 万円少しぐらいです。  

 

〇辻

地域おこし協力隊のコーディネーター料ですか。  

 

〇竹見

最初から 1 人で自立して、ここで全部動けるというわけではありませんし、特に学生さ

んもいらっしゃいますので、そういう方々の活動がしやすいようなコーディネートをして

いただいたり、場合によっては、学生さんの場合は学習とか生活指導も併せて一緒にやっ

ていただいているという状況です。  

 

〇辻

わかりました。ありがとうございました。  

 

〇湯崎真梨子（和歌山大学 産学連携イノベーションセンター）

地域おこし協力隊の「半学半域モデル」というのがございますけれども、学生が地域お

こし協力隊をしながら学生をしているのだと理解しました。けれども、学生の卒業した後

の進路はどのような感じになっているのでしょうか。  

 

〇竹見

今までにこの半学半域パターンでやってくれたのは 4 人です。実績というか現在進行形

も含めて 4 人です。そのうち 1 人は大学 3 年生の時に協力隊になろうとして、1 年休学を

して、フル稼働し 1 年めは、3 年の任期になりますので、そのあとの 2 年は復学をして 3

年生、4 年生と大学に行って卒論を書いて、学位をとって卒業しました。卒業する時に地

域のなかで色々と、過疎地の方では教育施設がないというか塾がないということで、例え

ば寺子屋事業といって、過疎地のなかで自分たちのスキルを生かして塾経営をしようとか、

あるいは地域のなかで集まる機会がないから、集まってもらって話をしてもらう時のお茶

を出していくコミュニティカフェのような事業に取り組んでくれています。彼の場合はも
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う少し地域のなかで福祉系の方向で地域の方に貢献したいし、自分の道も歩みたいと、現

在、鍼灸師の資格をとるためにさらに勉強に行ってくれています。そういうことをしなが

ら現在も活動を続けているという状態です。鍼灸師の資格の方はそういう活動が認められ

て、自分で論文も書いて提案をしたようですけれども、学費も結構優遇されて、今行って

います。最終的には篠山の方でおじいちゃん、おばあちゃんの聞き役に回ることも含めて、

発達科学部の子だったのですけれども、そういうことをやっていきたいと、今事業設計を

組んでくれています。  

もう 1 人の方は、農学研究科の方から発達科学の理学系の方に行って、生物学の関係、

特に植物関係が得意な子だったのですけれども、彼の場合は 4 年生で協力隊になって、大

学院に行っている 2 年間を協力隊として過ごしまし、並行しながらやっていたということ

で、現在は自分で新規就農というか、新規就農とちょっといえないかもしれないのですけ

れども、有機的な農業をやっていきたいと篠山市内に住んでいます。コンサル業的なこと

も副業にしながら生活設計できないかなと今やっているようです。  

 

〇大西敏夫（和歌山大学 経済学部、食農総合研究所 所長）

学部 4 年の時に協力隊にですか。  

 

〇竹見

確かそうでした。勉強そのものは発達科学科の方に行っても同じような系統で、先生の

関係でそう進まれたといいます。  

もう 1 人は大学 4 年生の時に協力隊として入って、その時は半農半学、そのあと大学院

の方に行って、そのまま進んで、これはもう半農半学のままずっと経過をして、最終的に

は現在、篠山市役所におります。市の職員として働いております。彼ら 3 人の場合につい

ては、3 人で寺子屋の事業であるとか、コミュニティカフェ的な事業をするために、在学

中、任期中に会社を一応組織化して、現在もその会社を経営母体にして、自分たちの生計

も含めて、経理もきちんとやって起業して行こうという形です。もちろん公務員になった

子はできませんが、そういう形で取り組んでいます。  

もう 1 人は現在 2 年目ですが、京都府立大学の大学生から府立大の院に行く時に入って、

現在院の 2 年目で修士論文を書きながらだと思います。彼は最終的にはどこか他のところ

で就職すると聞いていたのですが、来年は大学院が終わってしまうのですが、もう 1 年や

っぱりやりたいということで、主に林業関係を中心に、森林関係を中心に取り組んでくれ

ています。2 年でもうどこかに行くのかなあということを感じながらみていたのですけれ

ども、最終的にはもう 1 年やりたいということです。協力隊をやっている間に大分自分の

頭のなかの整理ができていたり、起業プランができてきていると思っています。「半学半域」

でやっているのはその 4 人ということになります。  
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あともう 1 人だけ「半学半域」ではないかもわからないのですが、大学のポスドク的な

立場で研究をしながら協力隊をしてくれている人が 1 人いらっしゃいます。今年の 4 月か

ら入ってもらったのですが、その方は幸いに次のところのポストがみつかったようで、1

年で任期は終わられるような感じです。  

市としては基本的には協力隊は定住が大きな目的になりますので、残っていただけるの

がありがたいです。総務省の方も大体 6 割くらいが何らかの関係で居住、残っている、あ

るいは関係しているといいます。例えば、そのまま篠山から離れたとしても、どこかで篠

山に関わる事業をしてくれていることを、全国的にも統計として 6 割～7 割くらいと出し

ています。そういう意味では篠山の場合は 4人のなかで 3人ぐらい残ってくれているので、

確率としては悪くないということです。あまり学生さんとか若い人に、最初から隊員にな

る時に、「これから篠山で住むんやぞ」と自分の息子にもいえないようなことをいきなり押

し付けるというのは、さすがに難しいということを考えながら、地域の皆さんや、行政で

すので、議会とか、首長の方に向かっては、「できるだけおおらかな」というか「懐広い形

で対応していかないと前向いていきませんよ」ということをお願いしています。  

 

〇大西

総合戦略の方の絡みですけれども、総合戦略に基づいていわゆる事業提案型でいくつか

予算案もついているかと思うのです。最後のところの先駆的プロジェクトに関わって、何

か新しい事業を起こされたというのは、この総合戦略はございますか。  

 

〇竹見

総合戦略で新しい事業を作っているのは、主に今日午前中にみていただいた駅ラボです。 

 

〇大西

あれが中心ですか。  

 

〇竹見

はいそうです。あちらが大きな特徴になります。先駆的事業の交付金と、それから推進

交付金とを頂いてやっています。このなかに駅ラボで勉強した人、あるいは協力隊で勉強

を重ねてきた人が今度は自前で住むところをみつけて、事務所をみつけたりして起業して

いただこうということで、このなかの一番上の地域活動の拠点整備というところであると

か、そういうことをやっていただく地域での活動拠点になる自ら進んで頂いたり、事業を

起こしていただくようなスペースを今年度市内 3 カ所で改修工事をやっています。  

〇大西
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これを「小さな拠点」というのですか。  

 

〇竹見

イメージ的には「小さな拠点」、国交省がいっている「小さな拠点」とはイコールでは

ないのですが、「小さな拠点」のうちの一つを形成するものということで、「地域ラボ」と

いう形でやっております。今日、この後でみていただく北山さんのところについてもそう

いう拠点整備を、今日みていただく前のところに空き家があるのですけれども、そこをも

う時間がないのですが、年度内に改修をして 4 月にオープンさせようとしています。そし

て、そこには「にしき恋」の出身者である新規就農しようとしている人に入っていただこ

うと現在進めています。  

 

〇大西

話が具体的ですね。ありがとうございます。  

 

〇大西

サークルで 150 人といったら相当な規模なのですが、だいたい常時何人ぐらい来ていま

すか。  

 

〇竹見

常時来ているのは、常時みているわけではないので、ほとんど子供さんに任せています

ので、駅からの送迎が大変なので、そこは市内の自動車学校にお願いしています。  

 

〇大西

それはちょっと回った時に、連絡をとったらすぐ乗せてくれるような。  

 

〇竹見

そうです。そういう協力を頂いているのですけれども、常時来ているのは週末中心に 10

人ぐらいというように聞いています。その子らが入れ替わり立ち替わり来ているというこ

とと思っています。今日、この後でみていただくところも地域の方が、寝泊まりできるよ

うな、寝袋を持って来たら寝れるような施設を、学生さんたちの一つのアジトみたいなと

ころを提供して頂いています。今まで点、点と何年もやっていますから、古いところは学

生さんが 1 回生で来られて、勉強されて、サークルを作ると、3 年経つと卒業されるとい

うことで、そのなかのサークルの回転というのがなかなか難しいのです。それが大学卒業

して 1 年、2 年ぐらいの間は続いていたり、あるいは、もう何人かの人たちは新規の補充

があるのですけれども、この「にしき恋」のところは、そういう組織力、組織化がうまく
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いっているといいます。リーダーの問題かもわからないのですけれども、色んな方を集め

られて、どんどん増えていると聞いています。一方では、他のところに行く人たちを先に

集めているという話も、多少そんな裏話もあるようです。1 人勝ちかな、今のところは。

そういう感じであります。  

 

〇辻

そういうサークル活動を通じてこちらの地元に残られた方もあるのですか。  

 

〇竹見

今日みていただく方は、話に出てくる方はそうなりますし、それから協力隊に入ってく

れた人たちは基本的にはサークルから、農学実習をやって、サークルを作って、さらに篠

山へ来る過程のなかで、自分も一度協力隊でやってみようかとなったようです。  

 

〇大西

基本的には自分の判断というか。自分でこれしたいということですね。  

 

〇竹見

そうです。最終的にはそうですが、先生方のサポートというのも結構して頂いているの

も事実です。  

 

〇中塚雅也（神戸大学大学院農学研究科）

80 人ぐらいいたら 1 人残っていくぐらいの割合です。  

 

〇辻

毎年 50 人ぐらいあるのですか。  

 

〇中塚

毎年 50 人ぐらい、バス 1 台なので 40 人ぐらいです。ずっと残っている人が、1 年に 1

人というわけでもない気もするのです。サークルとしては 40 人のうちの 10 人ぐらいはサ

ークル活動という形で次の年も来ている子たちもいて、半分から 3 分の 1 ぐらいは次の年

も来て、そのなかの 1 人、2 人が学生を終わってからも関わっているぐらいです。先ほど

説明した農村イノベーションラボの橋田もそうですし、何人かいます。  

 

〇大西

将来的にはそういう子供というか、学生さんがここで定住されて、奥さんもらわれて、
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子供ができるのが一番いいですね。  

 

〇中塚

そうです。  

 

〇大西

将来的には非常にいい形になるのかなと思います。まだ結婚されて定住されている方は

いないのですか。  

 

〇中塚

そこまではまだいないです。  

 

〇竹見

今、中塚先生がいわれたように 40 人来てもらって、そのうち 1 人とか、あるいはサー

クル活動のなかからさらに絞られていくというようなことを考えていくと、幾らか声をか

けるというか、薄く広くきちんとやっとかないと、「100 人いれば 1 人当たればいいかくら

いの気持ちでやっていかないといけない」と私どもを含めて、最初にいいました市民の方

とか、行政のトップ、議員の人たちに説明をして、「最低限それくらいやらないことには、

そんなに簡単ではないです」という理解をしてもらうということが今一番大きな課題と思

っています。  

 

〇大西

授業とかサークル活動を通じて、基本的には外から来られる方を受け入れるといったら、

地元の受け入れ側の了見もあるのですけれども、それをある程度ゆっくり、緩やかに交流

しながら、最終的には自分の判断でそこで定住するということで。だから地元としては別

に違和感なしにそのまますんなりと。  

 

〇竹見

そうですね。まず神戸大学というネームバリューがあって、それから過去ここにあった

という縁もあるのです。そこは比較的地域の皆さん、神戸大学といえば何でも  OK という

ような、最初からではないのですが、そういう土壌が 10 年の間には築かれてきたと思いま

す。それから協力隊でもそうですが、農村の閉鎖性というのがあって、協力隊の子が入る

といった時にも、農村実習をしたエリアとそうでないエリアによってちょっと温度差があ

ったような気がします。慣れているところは受け入れることに対してウエルカムで、扱い

方とか、接し方も慣れておられるのです。初めてのところとでは、学生さん 50 人に来て頂
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いて、まずは観光的に遊んでもらって、仲良くなって、サークル活動というステップを踏

むというのが学生さんにとっても、地域にとってもいいと思います。そういう経験がどん

どん多くなると学生さんの相手だけではなくて、最近は移住の方も結構増えていますので、

そういう方に対する接し方みたいなものも地域そのものが慣れてくるようなところがある

のではないかと評価させて頂いています。農村ですから色々あります。  

 

〇大西

そうですね。それが一番のハードルです。  

 

〇竹見

学生さんというか、自分の孫みたいな形で、都会の人でもこういうものだと慣れてくれ

ると、次にちがう人が来た時も「大体わかっているよ」という感じで、空き家を貸したり、

土地を売ったりということも比較的スムーズになると思います。  

 

〇辻

全然話が違うのですけれども、「農村イノベーションラボ事業」というのと、「えきなか

イノベーションラボ」というのは、これはどういう関係ですか。事業の名前が「農村イノ

ベーションラボ事業」と書かれているのですけれども、先駆的プロジェクトのなかには「え

きなかイノベーションラボ」と書いているので。  

 

〇竹見

基本的には同じです。多分作った時期、これは 2 年ぐらい前に作っていますので、その

辺の計画で作った時と、実際に動き出したところで、整合がとれてないところがありまし

て。  

 

〇辻

事業名は「農村イノベーションラボ」で。  

 

〇竹見

そうです。基本的には同じです。  

 

〇中塚

総合戦略上の事業名は「えきなかイノベーションラボ」だと思います。そのままではな

いです。施設名は「農村イノベーションラボ」と。できた時に施設の名前を「農村イノベ

ーションラボ」とつけていますけれども、この作った時の呼称としては「えきなかイノベ
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ーションラボ」という呼称を。  

 

〇竹見

国に出した時の計画はあくまでこれで、後で愛称的ではないですけど、名前をどうしま

しょうといった時に変わってしまった。中身としては同じというように考えて頂いていい

かと思います。  

 

〇辻

起業をすでにされた方はあるのですか。  

 

〇竹見

この前、9 月 23 日に 1 期生が終了したところです。ダブっていていいところをみせられ

ないかもわかりませんが、西紀南でやっている子もこのイノベーションラボにも通いなが

らやってくれていたのです。その他に協力隊の子もそこで通って勉強してくれている子も

います。色々な人が集まってきているので、これからかなという感じです。  

1 期生が 19 人です。3 人ぐらいの方はだいたい次に向かって起業しようという話をされ

ています。ラボの方に来られている方も単純に起業したいと思って来ている方と、多少ち

ょっと知識的に勉強したいみたい形で来られている方と、それから将来的に篠山に帰って

くるのでその時にちょっと考えたいとか、色んなパターンでいらっしゃっています。すぐ

起業されるという方は今 2、3 人という感じです。まだ、それも動いている段階です。  

 

〇辻

将来そういう人が増えてくる可能性が高いということですか。  

 

〇竹見

それは地域だけではなくて、大阪とか東京で別に起業していただいたとしても、その時

に篠山の材料を使っていただいたり、あるいは篠山で学んだよということをＰＲしていた

だくだけでも、大分効果はあるのだろうと願って信じております。そこで成果がどうだと

計りだすとおそらく。  

 

〇大西

そうですね。ちょっと閉鎖的になりますね。  

 

〇竹見

そうなのです。税金の使い方としてはほんとうにいいのかどうかというのはあるのです
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けれども、そこまでいうとこういう事業は難しいと思います。  

 

〇湯崎

イノベーションラボの方の平均年齢はどのぐらいの方がいらっしゃるのですか。  

 

〇中塚

受講生のですか。40 歳まではいかないですね。  

 

〇大西

意外と若いのですね。  

 

〇中塚  

35 歳ぐらいではないですか。意外と若いというよりは若い人だけをターゲットに基本的

にしているので、だから市長にいわれようが、横文字で〇〇塾と市長に言われたのですけ

ど。  

 

〇竹見

ラボはわからないし、イノベーションもよくわからないし、みたいな。  

 

〇辻

若い人を選んでいるというのは。採用試験ではないですけれども  

 

〇中塚

受講生ですか。どうみても年をとった方はなかなか入りづらい部分があります。年配の

方もいらっしゃるのですけれども。  

 

〇辻

断らないのでしょう。  

 

〇中塚

断らないです。ただ、「イノベーションラボ」とか、「イノベーターズスクール」といっ

て、なかも横文字がいっぱい並んでいる状態で、地元のおじいさんが来るような形にはな

りづらいと思います。  

 

〇竹見
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結構、京阪神からも来られています。  

 

〇中塚

一番遠いのは京丹後、今、岡山から来ています。  

 

〇竹見

そういう状況なので、なおさら懐深くしとかないと議員さんとか市民の人からの目を気

にしとかないといけないのです。でも、たかが 4 割ですから。20 人がどんどん入れ替わっ

て 4 割供給できるかといったらそんな簡単なことではないのです。むしろ遠いところから

来てもらっても篠山がいいと思って、逆に居着いてもらえればそれはそれで御の字ですか

らと思います。  

 

〇湯崎

今 1 年目ですけども、実績が出てくればそういうイメージのラボなのだとわかりますけ

れども、最初の打ち出し方を上手くなされたのですね。遠くからでも 1 期生が来るという

ことは。  

 

〇竹見

それは中塚先生に大分指導いただいているところです。元々フィールドステーション、

ここでやっている時に、「ルーラルラーニングネットワーク」といって、この場で 30 人、

40 人規模で勉強会を不定期に月 1 回ぐらいでやっていて、それの積み重ねがもう 10 数回、

20 回近くあるのです。そういう時に Facebook とか SNS なんかでＰＲしていると、題材に

よっては、大阪から来ました、京都から来ましたとか、あるいは講師の先生によってそう

いうことがあるので、そのような蓄積は案外できていたのかもわからないです。  

 

〇大西

そろそろ時間です。お世話になりました。ありがとうございました。  
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西紀南まちづくり協議会の活動・成果と課題

 

西紀南地区まちづくり協議会 
事務局長 北山 透 

 

北山です。よろしくお願いします。皆さんはじめまして。遠いところ篠山までお越しく

ださいまして、本当にありがとうございます。  

ただいま紹介にありましたように、「西紀南まちづくり協議会」ということでもう 9 年

になります。地域の活性化、あるいは地域を生き生きと、そして地域の人々と交流を密に

しようという目的からこのまちづくり協議会というものを発足いたしました。  

私どもはまちづくり協議会といいまして、篠山市では小学校区単位にまちづくり協議会

ができています。篠山市は小学校が 19 ございました。地域によっては人口が減ってきて子

供も減ったので統廃合があって、今は小学校が 13 でしたかね、確かそのくらいになったと

思います。旧のまだ 19 小学校があった地域単位でまちづくり協議会ができていますので、

現在は 19 まちづくり協議会が篠山市内にございます。その一つとしてこの西紀南小学校が

ありまして、そこで一つの校区としてまちづくり協議会ができています。これが私たちの

西紀南まちづくり協議会です。  

概要をパワーポイントで作っています。「にし恋」と「まち協」との交流、あるいは都

市部の方々の交流といったものも、まち協で行っています。このパワーポイントに沿って

簡単にご案内をさせていただこうと思います。 

 

西紀南地区の現状

 

この西紀南地区というのは、篠山市全体のなかからみますと、西の方に位置しています。

ここが篠山盆地です。その盆地の西の方で、この地域には田畑が結構ございまして、盆地

のなかでも開けた地域になっています。そのなかでお米、それから川北黒大豆といいまし

て黒大豆の本場になっています。江戸時代からここ篠山では黒大豆が生産されて、ここの

川北というところが中心となって作っています。今、黒大豆の枝豆というのも結構人気が

あって出ています。本当の主産地というのですか、この川北西紀南地区に位置するところ

で育てられています。ちょうどこの 10 月が、黒豆の枝豆の出荷真っ最中で、農家さんは忙

しい日々を送られています。  

ここは交通の便でいいますと JR の福知山線、大阪から福知山まで行っている路線です

が、その篠山口という駅がすぐ近くにございます。舞鶴若狭道という自動車道もちょうど

ここの西紀南地区を走っています。この地区にサービスエリアがありますので、サービス
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エリアのお客さんにもこの地域の黒豆を賞味していただけるということで、立地的にもい

いところと思っております。  

交通のアクセスは非常に良いところで、企業もいくつかこちらの方に入ってきています。

若い人は企業が集中する都市部へ仕事に行かれるので、昼間は人口がどうしても都市部の

方、都市部の方に行っていて、昼間は高齢者の方、お年寄りがいるという地域になってい

ます。それと、大阪まで 1 時間ですので、通勤にも便利だということで住宅をこちらに構

えて住む方も徐々に増えてきているのですが、先程もいいましたように昼間はお年寄りの

方が多いということです。農家さんも「歳いって、もう農業ができない。もう人に預けよ

う」、あるいは「大規模農家さんに作ってもらおう」という形で農業も衰退してきていると

いえるかと思います。そういった意味で農地の維持、管理が徐々に難しくなってきている

と私どもは考えております。  

 

２ まちづくり協議会の意義

 

まちづくりとして、私たちは今後どのようにしたらいいのだろうということで、「住ん

でよかった」、あるいは「住んでみたい田舎のまち」という将来像を考えました。  

住民から「私たちはこの地がいいよ」という意識を持ってもらう、そして「都市部の方

もここがいいよ」と思ってもらえるような地域づくりをやっていきたいと考えて、まちづ

くり協議会が発足して、ここの「みなみ・ほっと・サロン」という拠点を作りました。  

 

３ 西紀南地区の位置

 

みにくい地図ですけれど、篠山というのがちょうどこのエリアになってくるのです。周

りを山に囲まれて、ここが篠山盆地です。こちらが東で、こちらが西です。篠山市全体か

らみますと、西紀南地区は西の方に位置しています。  

拡大してみますと、これが西紀南地区のエリアになりまして、盆地のなかでも開けた地

域になっています。先程もいいましたが、舞鶴若狭道が福知山方面、舞鶴方面に向かって

います。こっちが大阪方面で、ちょうど西紀南地区のなかに西紀サービスエリアという自

動車道のサービスエリアができています。ここの特産品をこのサービスエリアで販売して

います。ＰＲ的にはいい位置にあると私どもは思っています。  

 

４ 地域内でのまち協の活動

これはまち協としての活動です。この辺りはさっと流さしていただきます。まち協とし

ては地域の交流・活性化という意味で毎年色んな事業を考えているのですが、地域の多く
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の方々に集まってもらって「ふれあいの集い」を毎年行っています。そのふれあいの集い

のなかには必ず防災訓練を入れて、運動会的なものを入れます。そのなかには防災運動会

という防災に関わる運動会、例えばバケツリレー的な競技をしたり、あるいは担架運び競

争とか、それから障害物競走といって、例えば震災で瓦礫になったその間を通り抜ける、

そういったものを仮想で作って障害物競走をやったりしています。  

それと地域散策ウォーク。「自分が住んでいても知らない所が結構あるね」という住民

さんの意見があったので、年 1 回参加者を募集して、自分たちが自分たちの地を知るとい

うことを目的に散策をする「地域散策ウォーク」というイベントをやっています。  

 

５ まち協としての優先取り組み

 

私たちの取り組みの一番の重点課題は、「地域の定住化」です。これは全国的にどこでも

都市部に人口が流れて、どうしても郡部の方は過疎化、あるいは人口が減少になっていま

す。地域に活力を与えるためには人がいるというのが一番ですので、定住ということを目

的に考えて私たちは取り組んでいます。  

それと一方では、地域の自然とか環境を守っていかなくてはいけないということから、

維持・継承も考えていきます。そのなかで地域定住に繋がる手段として、後ほどご案内さ

せていただきますけれども、色んなことを都市部の方と交流しております。それと学生た

ちとの交流、これが今回皆さんにお話をさせていただきたい交流事業と思っています。  

 

６ 都市部の方々との交流事業

 

都市部の方々との交流ということで、この地域内で農業を中心としてボランティアをし

ていただく方を募集して、現在 5 年目になっております。都市部の方に月 1 回ですけれど

も、こちらの方に来ていただいて、いろんな農作物を作る農家さんのお手伝いで参加して

いただいています。5 年間続いて、今も参加してもらっています。「収穫する時にはこう収

穫するのですよ」と指導したり、あるいは、そういったボランティアに来ていただいた方

とまち協の人とで定期的に交流会を開いてお話をしたりしています。 

先程いいましたように、ここは黒豆の特産地でありますので、黒豆の栽培から収穫まで

を一貫して都市部からボランティアで来ていただいた方に経験していただきます。こうい

った黒豆の植え付けから、収穫までには枝に土寄せをしたり、草刈りをしたりとか、そう

いった作業も都市部の方に来ていただいて一緒にしていただいています。今がちょうど繁

忙期になっているのですけれども、販売のところもお手伝いをしてお客さんに提供してい

ただいたりもします。  

また、ボランティアで来ていただいた方が自分たちで農家さんのところでお手伝いをし
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て育てた野菜をいただいて、その野菜を料理して食事会をするということもしてもらって

います。  

これは昔ながらの稲刈りですけれども、そういった稲刈りをしている農家さんもいらっ

しゃいますので、そこでお手伝いをして汗を流してもらうというようなボランティアもし

ていただいています。  

こういった形で月 1 回の周期で毎月当地に来ていただいています。だいたい平均 6 名か

ら 10 名程度です。この成果としては、篠山の自然、あるいは農業の大切さを感じとってい

ただくというところです。  

参加された方にご意見を聞かせていただくと、「本当にいいところだ」、「こんなところ

にできたら住みたい」という言葉もいただいているのですが、「住もう」となってくると金

銭面とか、色んな面も関わりますので、そういったところがなかなか即という形にはなり

ません。気持ち的にはそう思っていただいているということです。  

参加の皆さんには、先程もいいましたけれども、ボランティアを経験して住んでみたい

土地候補として評価はいただいているというところです。  

 

７ 学生たちとの交流事業

 

これから本題に入ります。学生達との交流ということですけど、この西紀南地区に神戸

大の学生達に現在ずっと来ていただいています。この西紀南地区で学生達がどのように交

流、あるいはなかに溶け込んでやっていただいているか、といいますと、まずは農作業、

農家さんのところへ行って農作業のお手伝いをする。それから各地域にお祭りとか、何か

イベント、地域の運動会というのがあったら、そこに積極的に参加してもらったり、そう

いったところで地域と交流を図ってもらっています。  

「にし恋」と略して簡単にいいます。神戸大のなかでサークルが発足したのですね。そ

れが「にしき恋」という名称です。この名称の由来は、大学生に聞きますと、この地域が

西紀南ですけれども、「西紀」という旧来の地域になります。名称がその「西紀を恋する」

ということで、「みんな大学生自身が西紀を恋しようよ」という意味での恋と、「みんな神

戸大学の学生、西紀へ来い」と、「こっちへ来い」という意味も含めた、ちょっと言葉を掛

けているみたいです。そういう意味で「にしき恋」という名称をつけたと聞いています。

それが平成 25 年からずっと毎年来てもらっているのです。  

ここのサークルが発足した一番の最初の要因は、篠山市は神戸大学と市が提携していま

して、大学の一つの授業の一環で、「実践農学入門」という農学部の一つの実践的な学習の

一環として、この篠山の地に来てくれております。それがもう 7 年になるのですが、その

時に杦本先生がここの篠山と関わっておられまして、ここの西紀南地区と神戸大と実践農

学入門という授業の一環を色んな意味でコーディネートしていただいたということが一番
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このサークルができた発端です。その授業を受けたなかの 7 人だったのですが、その 7 名

がその授業を受けて 1 年が終わって、そのままこの地域と関係が薄れるのは何か寂しいと

いうことで、自分たちもこの西紀の地でお世話になった方々と引き続き交流を図りたいと

いうことから、「にしき恋」というサークルを発足して、それから延々と西紀南地区と交流

をしていただいているということです。それがこのサークルの発端で、それが今でもう 6

年目になっています。  

最初は 7 名だったのですが、現在はサークルの登録されている人数が 130 名ということ

で、年々膨らんできている状況になっています。メンバー構成として、当初は農学部だけ

だったのですが、今では農学部だけではなく、海事科学部、発達科学部、理学部、文学部、

法学部、医学部、昨年度で全学部を網羅したと「にしき恋」のメンバーはいっています。

神戸大学の全学部から 1 人か 2 人必ずどこかにいて、農学部の学生が一番多いのですけれ

ども、その色んな学部の登録している学生さんが現在 130 名、今年の新入生を入れて 130

名となっています。活動は土曜、日曜をメインとして毎週来ているのです。毎週この地に

来てそういったボランティア活動をやってくれています。  

 

８ 主な活動

 

活動としては農業ボランティア、あるいは後ほど紹介をしますが、「にし恋ファーム」と

いう活動です。こちらの農地をお借りして、自分たちで農作物を作って、作った作物を自

分たちで販売ルートをみつけて、そこへ販売しています。生産から販売までを彼らが実践

してやっているということも活動の一環になっています。それから地域活動、例えば先程

いいましたように地域の運動会、あるいは地域のお祭りにも参画しています。今や地域か

ら来て欲しいというお呼びまでかかるような状況で、非常に地域に溶け込んだ活動をして

くれています。  

それからもう一つは、里山整備です。この地域は盆地ということで周りは山に囲まれて

います。そういった意味で、山に関わる里山整備にも彼らは関わってくれて、その地域で

「ちょっと雑木が増えたので雑木刈り手伝ってくれへんか」といわれたらそっちの方にお

手伝いにいったり、あるいは、そこの里山をどのようにこれから先に守っていけばいいか

というような案も考えてくれています。その一環で、このような「学生の考える里山の今

後」ということをパワーポイントで作ってくれて、地域の方々にも説明をしてくれたりも

しています。  

それと他団体との交流ということで、これはここの学生が神戸大学だけじゃなく他の大

学生も一緒になってこの地域に入ろうと、他の大学にも声をかけて、他の大学生もここに

来て一緒にボランティアをしてくれているという広がりをみせてくれています。  
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９ 学生が農業ボランティアを通じて得るもの

 

この農業ボランティアというのは、学生と当地の農家さんとどういった関連性、あるい

は影響があるのかということを考えた時に、学生は若い労働力とか活力を農家さんに与え

てくれて、そして、農家さんは学生にお年寄りの知識、あるいは田舎独特の温もりを学生

達に伝えたり感じてもらう、というお互いの繋がりができている、と私は思っております。  

学生がいうには、にしき恋のメインとなる活動は「黒豆のことを知りつくした農家さん

のお手伝いをして豊富な実践的知識を得る、あるいは吸収する」ということです。学生が

ここの農家さんと交流することによって、本当にいい意味で、「自分たちは吸収ができる」

という声を聞かせてもらっています。それは個々の気持ち、判断で色々な思いがあると思

うのですが、皆さんいわく、「田舎で農家さんとおしゃべりしたり、空気を吸って田舎料理

をよばれたり、これが何ともいえない」ということで、毎週来てくれるメンバーは「街で、

神戸や大阪で遊ぶよりもこっちに来る方がよっぽどいい」という声も聞かせてくれていま

す。非常にありがたいと私どもも喜んでおります。  

 

１０ 西紀南地区が学生との交流で得るもの

 

学生との交流で得るものということで、この地域の住民の方々が「どのような気持ちで」、

あるいは「得られるものがあるのだ」とお聞きしてみますと、「学生達の元気な声を聞くの

が一番の元気がもらえる」と、それと「学生がにぎやかな声で動き回っている」というの

が、高齢化になるとどうしても昼間は大人の顔ぶれしかみえないのが、そのなかに若い学

生がみえて、畑に行って一生懸命大声を出してやっているというのが、それが「いいな」

という声を聞かせてもらっています。  

高年齢の農家さんにとっては若い人の労働力というのは非常に助かるといいます。「年

寄りだからもう私は農業やめたい」というのも、「学生が来てくれるから何とか頑張ろうか」

ということで、やめようという気持ちだった農家さんが学生が手伝いに来てくれることに

よって、また頑張るという気持ちになってくれるというように聞かせてもらっています。  

それと、「学生の知識」、あるいは「学生の発想」が、ある意味農家さんは硬い昔ながら

の農業の意識があるのが、学生のひょっとした発想とかヒントが「ああ、そんなやり方が

あるのか」とある意味いいアイディアがもらえて、「それを一回やってみようか」という気

持ちにもなれる、ということを聞かせてもらっています。  

先程いった里山の整備については、「非常に彼らの力が役立つ」、「やっぱり若いから元

気だ」、大人がフーフーいって一生懸命やっていても「学生はやっぱりパワーがある」、「動

きが速い」、「整備のなかで非常に助かります」という声を聞いています。  
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１１ にし恋ｆａｒｍ

 

ここの写真は、そういった交流の場面ですけれども、学生達とここのまち協の役員との

意見交換会、それから地元の若者とも溶け込んで色々と話をしたりしてくれています。  

それから「にし恋ファーム」といいまして、これが彼らが借りている農地です。そこで

自分たちで黒豆を作ったり、あるいはお米を作ったり、野菜を作ったりと、自分たちで育

てて、生産して、それを自分たちの食料にしたり、あるいは販売したりしています。神戸

大学農学部は農業を実践できる場所があるのですけれども、そういった学業、勉強ではな

く「自分たちで本当に自由にできる農地というのが本当に楽しい」というのです。それと、

農学部でない学生も農業に携えるので、「非常にこれがいい」と学生達がいっています。こ

れが今ちょうど各農家さんがやっている作業です。黒豆は枝付きで豆のさやが付いて束に

して販売している商品と、それから枝のさやだけをとって袋詰めにした商品と 2 種類あり

ます。これはちょうどここにありますけど、枝とさやが付いた 1 キロの束、この一つを作

っている、その家庭のお手伝いをしているところです。  

これは学生達が「にし恋ファーム」と、にし恋が自分たちの農場だと書いているところ

です。現在 21a の田んぼを二分してお米と黒豆、もう一つ農地を借りて、12a の畑もお借

りして黒豆と野菜を作ったりしていて、全部で 33a の農地を彼らが作って、育てたりして

います。彼ら皆、非常に楽しんで作物づくりをやっています。生産としては、こちらのお

米、コシヒカリを中心として作っています。それから夏野菜、それから先程いった丹波の

黒大豆、冬になってくると、種まきを 10 月からやっていました冬野菜。学生はここで作っ

た作物を販売というところまでやって、また地元との交流といった部分と二面性を持って

やってくれています。彼らにとってはまさに実践農学ということです。農家さんと一緒に

やっていますので、畑を耕したり、あるいは時には機械を使わせてもらったりと、本当に

農業を実践でやっています。野菜作りも農家さんに指導を受けて、「こうするのだよ。ああ

するのだよ」というのを聞いて、それを自分の農地で作ったり、あるいは大学で農学部の

学生は授業で受けたり、実践でもやっていますので、それをうまくこのにし恋のメンバー

に指導して野菜を作ったりしていると聞いています。  

 

１２ 地域に密着した交流

 

学生達は地域に密着した交流として、小学生、特にこの西紀南小学校区の小学生との交

流で、地域の生態系の勉強とか、あるいは小学校では出前授業を行っています。小学校も

非常に歓迎してくれています。必ず年 1 回、あるいは 2 回の時もありますけど、小学校の

授業の一環のなかに学生が入って、普通の勉強を教えるのではなく、これからの将来像と

いうようなことを子供たちと色んな会話をしながら進めていると聞いています。給食も一
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緒に食べたりして、和やかに交流を図ってくれています。  

この写真は、タケノコの時期になるとタケノコ掘りもあるのですけど、竹林整備も兼ね

て彼らが協力してやってくれています。  

これは地元の夏祭りで、夏のお祭りには女性は浴衣を着て一緒に夏祭りに参加したりし

てくれています。先程いった小学校の交流ですけど、給食も一緒に学生が食べたりしてい

ます。また秋祭りには神輿を担ぐといったお手伝いもしてくれています。竹林整備とか、

先程いった里山整備の発表も彼らが地域の方々に説明してくれています。  

 

１３ 学生の地域情報の発信

 

これは学生達が地域情報の発信として、先程いった黒枝豆とかそういったものを、自分

たちで包装のデザインも考えて、自分たちで作って、梱包して、そして神戸とか阪神間の

マルシェに商品を自分たちが並べて、自分たちが販売するということもやっています。ま

た、神戸大学のなかでも自分たちが作った黒枝豆を販売したりしていると聞いております。

全てこういうデザインは彼らが考えたデザインで売っていると聞いています。  

 

１４ 学生たちが目指してくれる姿

 

これは学生達が私たちに示してくれている絵ですけれども、学生達が目指しているのは

「農村と学生と都市部」、この三つをうまく連携していこうと、そういった意味で「この交

流というのをうまく盛りあげていこう、作っていこう」と彼らはいってくれています。  

私たちこの西紀南地区というのは農村部になるのですけれども、農村部と学生と双方で

みた場合に、学生は発想とか労働力を農村、農家の皆さんにお伝えして、農家は学生達に

地域資源として地域の温もりとか、知識・経験を学生達に伝えて、学生達は吸収できると

いうことをいってくれています。  

また、学生達は、「じゃあ都市部に対してどうなのだ」という時に、こういった交流を

することによって篠山の西紀南、あるいは篠山をどんどん紹介していくと。紹介していっ

て都市部の方が「うん、いいところだな」と感じとってもらうことが、学生にとっては「あ

あ、こういう交流をすることが本当にいいことなのだ」と「やる気が出る」と学生達から

聞いています。そういう意味から、この交流は、「今後とも継続して都市部と繋ぐパイプ役

にもなりたい」し、また学生達もこの地域と交流して、自分たちの新しい知識が「今後の

社会生活でプラスになるとか、勉強になるという意味ではなく、人間性、あるいは人間と

しての確立もできるのではないか」ということをいってくれています。  

私達は学生の思いを言葉では聞くのですけれども、彼らも実感として感じていることな

のだと思うのです。そういったところを感じてくれれば地域としても嬉しいと思っていま
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す。  

 

１５ まち協が考える課題

 

最後に、地域の若者と学生達との連携について、農家さんとの連携はもう密にできてい

るのですけれども、若者との連携がなかなかできないのです。そういった若者は、昼間出

ているのですけれども、土曜、日曜にはこの地域に結構いますから、そういった若者と「ど

のような交流ができるのか」、あるいは「どうしたらいいのか」というところを模索してい

ます。一つとして、地元の若者は、逆に「地域の良さというのを感じとる」というよりも、

「都市部に憧れる」という気持ちが強いのです。それがもとで「地元への愛着」という意

識が希薄になってきています。それをなくすためにも学生とのうまく交流ができたらとい

うことを考えたりしているのです。学生も考えてくれているのですけれども、そういった

ところがうまくマッチングできていないという問題があると私ども思っています。  

それとこの下は余談ですけれども、「情報発信が苦手だ」と。まち協の人間はどちらか

というと若い人が少ないので、ここらは逆に学生からどんどん知識を得て、あるいは学生

の協力を得て情報発信、今でいう  SNS なんかも有効活用できるまち協にしたいと、学生

さんとも相談をしているところです。  

こういった形でまち協と、まち協全体の活動、それから今やっている神戸大学の学生と

の交流というところをご説明させていただきました。つたない説明でなかなかご理解でき

なかったと思うのですけど、私ども学生と活発な活動をさせていただいているという状況

です。  
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質疑応答

 

〇垣内由起子（司会：篠山市創造都市課）

何か質問がございましたら、ざっくばらんにしていただけたら。  

 

〇杦本敏男（和歌山大学 食農総合研究所）

北山さんが中心でずっと頑張ってこられたおかげだと思います。  

 

〇北山透（講演者：西紀南まちづくり協議会 事務局長）

私は好きでやっているのです。学生が好きです。  

 

〇杦本

それはわかるのですけども、それがまた学生を惹きつけているのだと思うのです。  

 

〇辻和良（和歌山大学 食農総合研究所）

北山さんは農家ですか。農業をされているのですか。  

 

〇北山

なんというのですか、私も半農家というのですか。一応農地もあるのです。私個人で自

営業をやっているのですけれども、それをやりつつの農業もやっているのです。  

 

〇大西敏夫（和歌山大学 食農総合研究所 所長、経済学部）

学生が 4 人から 35 人と幅があるのですけれども、来られる時に何人来られるのかとい

うのは事前に把握されているのですか。  

 

〇北山

そうなのです。  

 

〇大西

こちらのイベントにしても、例えば、お祭りであるとか、農作業もここのところに作業

支援をとか、というようなことをなかに入られて調整されるのがちょっと大変かなと。そ

このところをどう工夫されているのですか。  

 

〇北山

ちょっとみえにくいかと思うのですが、こういった農ボラ割付表という。これは手書き
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でパソコン上にいれるのですけれども、「何月何日は何人欲しいです」という希望を聞いて

います。  

学生達は、農ボラを（農業ボランティアを農ボラと略称しているのです）、毎週、学生

からそのサークルメンバーの希望者を集めた人数をこちらへ木曜日に報告してくれるので

す。それと農家さんの希望人数もこちらのまち協に農家さんごとに連絡が入りますので、

それで人数を確認して、学生からきた木曜日の人数と照合して、希望の数にあるのか、学

生がちょっと少ないという時は、農家さんに「ちょっとこらえて今回は、人数が少ないの

で」と減らしたり、というように調整をかけて農家さんとマッチングしているのです。だ

から毎週木曜日にこちらに連絡が入るというような形です。木曜日までに農家さんも次の

土曜、日曜日というのは何人という連絡をもらうようにしています。それでマッチングと

いう形でやらせてもらっています。  

 

〇大西

あと、こちらに来られて移動はどうされるのですか。それは農家さんが迎えにこられる

のですか。  

 

〇北山

そうなのです。ここまで学生は電車で。  

 

〇大西

10 分ほどですね。ここ着いてから。  

 

〇北山

そうです。JR 福知山線で丹波大山駅というのがありましたよね。そこから歩いて 15 分。

ちょっと遅い足で 20 分、歩いてここまできます。  

 

〇辻

篠山口ではなくて、もう 1 駅があるのですね。 

 

〇北山

その一つ先の駅で、無人駅です。丹波大山駅という無人駅があるのです。そこから歩い

てここまで来ます。  

 

〇大西

一応ここへ現地集合ですか。  
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〇北山

ここが彼らの集まる拠点になるのです。  

 

〇大西

ここから各農家さんが迎えに来られて、作業が終わったらまたこちらの方へ。  

 

〇北山

ここまで送ってもらうと。すぐ近くの農家さんへは歩いて行ったりもしています。  

 

〇湯崎真梨子（和歌山大学 産学連携イノベーションセンター）

農家さんの農業継続には戦力になっているのですか。  

 

〇北山

農家さんいわく「戦力だ」と。年寄りが「「私らだけだったら、夫婦 2 人だったらでき

ない。もう大規模農家に預けようか」、だけど「自分でもちょっとしたいしなあ」という時

に学生さんに来てもらったら、「何か、自分もやりたい、どうしようかなあ」という時に学

生さんの若い声と動きをみていたら、「やっぱり一緒にしよう」ということになって、預け

るよりも「自分らでやろう」という気になるということがあると思います。  

 

〇湯崎

でも、毎週だったらフォローが逆に大変な時もあるだろうと思うのですけれども。農家

さんが送り迎えするとか。連絡するとか。  

 

〇北山

それが今まで 5 年、6 年めですけれども、農家さんは逆に迎えに来るということには何

もそういうことはないし、むしろ「手伝ってもらうというのがありがたいという気持ちに

なってもらっているのかな」と思うのです。「ああ、それやったら嬉しいわ」と皆さんいっ

てもらっているので。  

 

〇大西

基本的にはボランティアですから、来てもらって作業してもらって。仮に朝来たら当然

昼にご飯とかありますでしょう。それはどういう形ですか。  

 

〇北山
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発足時は、ボランティアといいつつも、農家さんは学生が一生懸命やってくれるので、

「せめて日当ぐらい」とか、あるいは「電車で来て旅費もいるだろうからせめて旅費ぐら

い」ということを農家さんから話が出たのですけれども、学生はあくまでも「私達はボラ

ンティアですから、お金は一切いりません」といいました。  

 

〇大西

それは割り切って。  

 

〇北山

「もらいません」ということだったのですけれども、最初お昼も彼らは「お弁当持ち」

といっていたのですが、農家さんが「あまりにもかわいそうだ」ということで、まち協と

農家さんとで話をして、それでは「申し訳ないですけど、お昼は提供していただけません

か」ということで、昼食は農家さんに提供していただくことになりました。「そのくらいだ

ったら安いこと」と、「そんなのでいいのですか」ということだったのです。皆さんそれこ

そお年寄りの手料理を学生さんに食べさせたりして、学生は「美味しかった。あんなの食

べたの初めてや」とか、「田舎料理がこんなにおいしいものだと知らなかった」とか、色ん

なことを学生達から声が出たりして、ある意味そういう部分もいいのかなと思います。農

家さんもそういうのは苦痛になっていないようです。  

 

〇植田淳子（和歌山大学 食農総合研究所）

何か保険に入っているのですか。  

 

〇北山

傷害保険というか、彼らはボランティア保険っていう、ボランティアに参画している部

分についての保険は学生の方で入っています。それからこのまち協の方でも、まち協の事

業の一環で交流というのをやっていますので、まち協としても保険は市と話をして、「もし、

けがをしたらそちらから下ろしてもらう」ということで話はできています。  

 

〇湯崎

何かトラブルとかなかったですか。  

 

〇北山

農家さんとの間ですか。 

 

〇湯崎
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農家と学生の間です。  

 

〇北山

学生と農家さんのトラブルには私共この 6 年、5 年間、聞いていません。ただ地域の方

とのトラブルというのですか、苦情は若干聞いたことがあります。  

 

〇湯崎

どんな苦情ですか。  

 

〇北山

例えば、この地域ですと、学生は夜遅くまでみんなで沢山集まるから、にぎやかにやっ

たらその声が外に漏れて、夏場は特に網戸にしていますので、「遅くまでうるさいぞ」とい

う、そういう苦情を聞いています。それからは「夜 9 時以降は大きな声を出すな」といっ

ています。夜というのはなぜかというと、例えば土曜日にボランティアに来て引き続き日

曜日もボランティアをしたいという子は、一旦帰ってまた来るとなると時間と交通費が要

ります。彼らはここに宿泊して、翌日またいくようにしています。  

 

〇湯崎

ここへ寝袋でですか。  

 

〇北山

寝袋です。男性はこの下で、女性は上で。女性は広い和室がありますので二階へ。  

 

〇湯崎

それはいいですね。  

 

〇北山

最近は、農家さんがあまりにもかわいそうだと、布団を余っているから「これ使って」

と、布団を持ってきてくれて、二階が布団の山になっています。  

 

〇湯崎

学生は前いったように、大学のサークルのようにちゃんと統制されているのですか。  

 

〇北山

サークルのなかでも色んな役割っていうか、プロジェクトを作って、例えば地域イベン
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トのプロジェクト、それからボランティアプロジェクト、商品開発プロジェクト、デザイ

ンのプロジェクトとか、そういうプロジェクトができているというのは聞かせてもらって

います。  

 

〇湯崎

でないと、帰らずにここに住みつく子が出てきたりとか、出そうな気がしますけれど、

統制されていなかったら。  

 

〇北山

それはそうですよね。やっぱりそれだけの数になってくるとやはり何か仕組みとして、

バラバラでは動けないということで、彼らなりに担当する色々なプロジェクトを作ったり

しているみたいです。  

 

〇湯崎

大学のサークルにはなってないのですか。  

 

〇北山

自主的なものですね。  

 

〇杦本

責任者は教員としているのですけれども、私みたいに全く何も関与しない、ハンコだけ

押すというのもあります。  

 

〇湯崎

では、大学のサークルですね。一応。  

 

〇杦本

それがちょっと灰色なのですけど、一応繋がりを持っていますということです。トラブ

ルではないのですけれども、1 年生で入った女の子がここに入り浸って家に帰ってこない

ということで、親御さんが教務に質問に来られて。そこで「向こうは大丈夫なところです」

といって、「1 度見に行ってもらったらどうですか」といったら、非常に安心されて帰られ

たということがありました。  

 

〇北山

そうですか。  
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〇杦本

私ども完全に安心しきっていました。北山さんのパーソナリティーでおんぶに抱っこで、

ありがとうございます。  

 

〇北山

黒豆の枝豆の時期は、にし恋のサークルで「収穫祭」というのを先週やったのです。こ

の枝豆の収穫の時に「希望の学生のお父さん、お母さんも一緒にやりましょう」というこ

とで、年 1 回のこの時期に、ご両親も来たい方は自由に来ていただいたのです。そこで「ど

のような地で、どのようなことをしているのだ」といって、私も挨拶したりしているので

す。「こんないいところで彼ら活動している、ああ安心しました。」とか「しょっちゅう行

くからどんなところかなと、私らもちょっと案じたりしていたのです」という方もおられ

ましたね。「まあ、こういうことをやっているのだったら私も安心しました」と、そういう

声も聞かしてもらっています。  

 

〇大坪史人（和歌山大学 推進室）

冬場も学生は来るのですか。  

 

〇北山

冬場も来ます。寒い時期に。  

 

〇大坪

寒い日でも。  

 

〇北山

ええ。寒い時期でも農家さんでは収穫とかはなくても、色んな農作業の作業という部分

があります。冬場だと、例えば倉庫の片付けとか、漬物を作るとかそういった時のお手伝

いです。受入農家さんの一つに大規模農家さんがあります。農場があってそこのお手伝い

も年中ありますので、冬場も行ったりしています。冬場はこちらへ来るメンバー数も少な

い感じです。もう長い期間やっていますから、どの時期に一番農家さんの希望があるかと

いうのをわかっているようです。大体年間のうち何月はこれだけを多いよ、何月は少ない

よ、それによって、うまく学生の方がバランスを作ってくれていますね。  

 

〇湯崎

試験もあったりするでしょうからね。  
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〇北山

そうです。試験中はもうぐっと落ちます。特に試験中はこちらに来れるメンバーはなか

なかいません。  

 

〇辻

この交流を通じて、こちらに残ったというか定住したというのはどうですか。  

 

〇北山

その話をさせてもらおうと思っていました。実はこのにし恋のサークルのメンバーのな

かから、この地で新規就業で農業をやろうとこの 4 月から立ち上げてくれている人がいる

のです。  

 

〇辻

今年からですか。  

 

〇北山

はい、今年からです。嬉しいことに農学部の、後でこちらにいますので紹介させてもら

います。また、もう 1 人も神戸大の院生です。その子も今休学していっしょに立ち上げの

準備を、新規就業っていうことで農業を志してやってくれています。今 2 名でここで新し

く農業を志してスタートしてくれているところです。  

私も嬉しいやら、「ほんまに大丈夫か」というのですけれども、「私がやります」と。私

も地域にそれだったら密着して、農地の借り受けとか、家も全部こちらで交渉して話をさ

せてもらいました。家も借り受けできましたし、農地も今でだいたい 40a 借りています。  

 

〇辻

何を作るのですか。  

 

〇北山

多品種野菜です。沢山の野菜で、例えば、都市部のレストランとか、そういったシェフ

が「こういった食材がいいよ」といった部分をピックアップして、そういったものを作っ

てそれを卸すといいます。最初から卸先を作って、販路をもう作っているのですよ。いき

なり作って売っていますので、農家さんもびっくりしています。  

 

〇大西
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それはそのサークルに入っていて、農作業というか、土地を借りて、米作りとか野菜作

りをされていた方なのですか。その新規就農された方は。  

 

〇北山

はい。最初はこちらでどうしたらいいのかわからないので、泥まみれになってやってい

て、とにかく土を触るのが好きになって、野菜を作るのが嬉しいという、その感覚をずっ

と持ち続けたといいます。ところが 3 年、4 年になったら研究の方にずっと没頭しないと

いけないので、このボランティアもなかなか来れないということだったのですが、やはり

その気持ちが断ち切れなくて、もう農業がしたいということで相談がありました。「私こち

らで農業したいのです」という話から、「嬉しいんだけど本気でやるのか」と聞いたら、「本

気です」というので、「それだったらともかく頑張るだけ頑張ったらいいだろう」というこ

とで、農地と家はとにかく何とか手配しようとなりました。  

農地は地域の方とにし恋が交流をずっとしているので、「ここへ来ていた子が農業した

いといっているのだけど」「それなら家の土地使っていいよ。使ってくれ、ちょうどいいわ」

ということで。ところが人数が少ないのにそんなにいわれてもと、「ちょっと待ってくださ

い」というぐらい。「大規模農家さんに預けようか」という気持ちに皆さんなっていたとこ

ろに、「地元で若い人がやろうとやる気がある人がいるなら、そっちに作ってもらったほう

がいい」。そんな形で、最初はそんなに沢山農地を借りてもできるわけがないので、それは

彼らができるようになってメンバーが増えればそれなりに農地もいるようになるだろうし、

「作る目的、作る農作物も色々できるでしょう」ということで、「段階を踏んで」というこ

とで。  

 

〇大西

課題にもあげられていましたが、地元の若い人は「あんまり地元に愛着がない」という

ことです。その人たちの反応ですけれども。実際に受けている農家さんの場合は人手の、

猫の手も借りたいというような形で来てもらって、非常にありがたいということなのです

ね。  

ここにおられる若い人とか、あるいは大学に通っている人とか、どこか他の大学に行っ

て夏休みに帰って来たり冬に帰って来たりした時に、神戸大学の学生が逆に来ていると、

その辺の反応というか、それはどうですか。  

 

〇北山

今おっしゃった部分、実は反応というのですか、意見を若干聞いたことがあります。と

いうのは、今の受入農家さんのところの息子さんが現に大学生で、ここから大学に通って

いるのですよ。だけど「自分の息子はしないが、同じ年頃の子が来て変なものだけれどし
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かたがない。息子は跡を継がないので」と。たまに顔を合わせることがあったら話をして

いるとはいっていました。  

他の農家さんの所の若い子と話をする機会があって「小さい時からこんなしんどい農業

なんか、したいと思わない」といって。だから、生まれ育ったところが農家さんだと、親

をみていて「農業というのがしんどいものだ」と知識や意識を持つのでしょうね。だから

跡は継ぎたくない。それよりも都会へ出て会社勤めがいいという意識がどうしても働いて

しまうのかなと話を聞いていてそう思ったりします。ですから先程もいいましたように農

業というか、地域に愛着を持ってもらうような若者の意識付け、言葉は簡単なのですけれ

ども、いかに意識を持ってもらって、それこそ都市部に出た人も  U ターンなり、あるいは

I ターンという部分でも彼らが農業でここに根差してということも考えてくれているので

すけれども、若い人が、地元生まれの子が U ターンで、こちらで農業なり、あるいは地元

で働くという、そういう意識づけを何とか作らなくてはいけないと思ったりしているので

す。  

 

〇大西

中国山地の山あいのところでしたら、みんな出ているから実際来てもらったらほんとに

ウェルカムっていうか、歓迎されるのだけれども。こちらの方はどちらかといったら街に

近いし、電車に乗りましたら 1 時間ぐらいで大阪に行けますので、在宅で通えるような感

じですね。だけど、それだと意識が、農家の方々の子弟というか、子供さんの意識と、逆

に都会から来られて神戸大学に入られてそれで農業するというその意識のギャップという

か、ずれというか、同じ若者でもそんなに違うかと思いまして。  

 

〇北山

私もその辺りが。本人をちょっと呼びます。  

 

〇大坂宇津実（新規就農者： 農場長）

はじめまして。  

 

〇大西

4 月からですか。  

 

〇大坂

本格的に動き出したのは 2 月ぐらいです。  

 

〇大西
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まだ大学を卒業する前で、ひととおり終わって。  

 

〇大坂

そうですね。僕は今休学中で、大学院 2 回生の年なのですけれども、去年の 11 月から休

学しているのです。M1 のときに休学して。  

 

〇大西

今 2 人ですか。  

 

〇大坂

そうです。  

 

〇大西

学校を今年卒業した人と。  

 

〇大坂

いや、同級生なのですけれども。大学は別です。大学院が神戸大学で、元々僕は神戸大

学から進んだのですけれど、彼は北海道に行っていて、戻ってきて同じ院に入ったという

形です。  

 

〇大西

2 人で、今年始めて、出荷はもうやっているのですね。  

 

〇湯崎

40a ほどで多品種の野菜を作っていると聞いたのですけど。  

 

〇大坂

今は 1 町ぐらいです。野菜と豆と小豆とか色々です。  

 

〇大西

小豆もやっているのですか。  

 

〇大坂

はい。  
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〇大西

豆類を。1ha というと大きいですね。もう普通の農家ですね。  

 

〇大坂

スタートが 3 反です。30a ぐらいでスタートして、北山透さんのご紹介もあって増えて

きた感じですね。  

 

〇大西

提供されている農家の方は無償ですか。  

 

〇北山

1 年めは。彼らの支援というのと、1 年めは資本金も何もないので、とにかく最初は、1

年めはとにかく自由に使っていいと。1 年経つと彼らも起業して事業としてやろうとして

いるので、1 年経つととり交わす部分はきちっと契約を結んでという話をしています。  

 

〇湯崎

1 町は 2 人でできるのですか。  

 

〇大坂

大丈夫です。  

 

〇湯崎

これはどのぐらいの年収になるのですか。  

 

〇大坂

僕らは今年が初年度です。ものを売ってお金を稼ぐのは、作ることから始まって、営業

して、その営業したなかでも売れる筋と売れない筋があって。その模索が終わることはな

いじゃないですか。ずっと続けていくなかで収益も上がっていくものだと思っています。

とりあえず今年は。僕らは農薬とか化学肥料を使わないで有機肥料を使ってやっているの

ですけれども、それでこの土地、この土質のところで、あまり野菜をメインでやっている

方がいないので、それでどのようなものができるのかを確かめようとしています。  

 

〇大西

試行錯誤みたいな。  
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〇大坂

そうです。  

 

〇湯崎

事業計画のなかで 1 町ないと収益がとれないとか、そこまではまだわかっていないとい

うことですか。  

 

〇大坂

そうですね。収益、赤にはなってないですけど、今のところ。まだ、回しているところ

で、一応データはとっていますけれども、まだきっちりしたデータにはなっていません。 

 

〇湯崎

やれていくのに広さの基準というのがあると思うのです。あんまり小さかったら成立し

ないとか。それがどのくらいかなと思って。  

 

〇大坂

大きすぎても、小さすぎても、どちらも一長一短ですね。  

 

〇湯崎

そうですよね。  

 

〇大坂

僕はこの「にしき恋」でこの地域に関わって 5 年目です。就農のプロセスでは、農家さ

んで 1 年やってみて、その後独立して 1 年めをスタートするというのが就農の基本的な形

と市は認識されているみたいなのです。僕らはいきなり自分らでやっているので、そうい

う意味で補助金の申請とかは難航しているところがあるのです。  

 

〇北山

絵に描いた餅でね。役所さんはベースこうですよと。農業を新規就農するためにはこう

いうベースを踏んだうえでやってください。それをやれば補助金申請した時には補助金出

しますよ、という融通の利かないやり方です。 

 

〇大西

だけど頼もしいですね。  
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〇北山

嬉しいです。  

 

〇大西

彼らを、周りもみているでしょう。  

 

〇北山

ええ。そこの農地のところをとおりかかったら止まって感心していますね。  

 

〇辻

「きちんとやっているか」とみられているのとちがいますか。  

 

〇大坂

最初は多かったです。「心配して、どうや」みたいな、「行けるのか」みたいなのが結構

多かったです。  

 

〇北山

最初はむしろ心配でみるというところが多かったのかもしれないです。  

 

〇大西

頑張ってください。いい話をきかせていただきました。  

 

〇辻

ありがとうございました。  

 

-107 -





 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付属資料

-109 -





-111 -



-112 -



-113 -



-114 -



-115 -



-116 -



-117 -



-118 -



-119 -



-120 -



-121 -



-122 -



-123 -



-124 -



-125 -





食農総合研究所研究成果　第５号
　　　　　　2018年3月　発行
著作者　　　橋田薫、竹見聖司、垣内由起子、北山透
編　集　　　食農総合研究所　都市農村共生研究部門
発行所　　　和歌山大学食農総合研究所
　　　　　　〒640-8510　和歌山県和歌山市栄谷930
　　　　　　TEL.（073）457-7126
印刷所　　　中和印刷紙器株式会社
　　　　　　〒640-8225　和歌山県和歌山市久保丁4丁目53
　　　　　　TEL.（073）431-4411



 
 

食農総合研究所研究成果 第５号

神戸大学と篠山市の地域連携活動の

展開と課題 

 

（ 年度都市農村共生研究ユニット現地交流会記録）

２０１８年３月

和歌山大学 食農総合研究所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
農
総
合
研
究
所
研
究
成
果　
　

第
５
号　
　

神
戸
大
学
と
篠
山
市
の
地
域
連
携
活
動
の
展
開
と
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
８
年
３
月　
　
　
　
　

和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
所　
　
　
　
　
　
　




